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『ジ ェ イ ン ・エ ア 』 と ガ ヴ ァ ネ ス

末 森 恵 子

1.表 象 と して の ガ ヴ ァネ ス

　 『ジェイ ン ・エ ア』 『アグネス ・グ レイ』 『虚栄 の市』 『ね じの ひね り』

いず れ も有名 な19世 紀 の小 説 だが、 これ らに共通 す るの は、物語 の中のガ ヴ

ァネスの存在 で ある。 また これ らの小説 だ けで な く、他 に もガ ヴァネス小説

が この時代 に多数存在 してい た。 この こ とはガヴ ァネス の存在が社会 におい

てい かに大 きか ったか を示 してい る。 ガヴ ァネス とい う言葉 自体が使 われ な

くなった現在 、 ガ ヴァネス小説 を理解す る為 にはや は りその背景 について詳

細 に調べ てお く必要 があ る。本 論で は 『ジェイ ン ・エ ア』 を取 り扱 い、一 つ

の ガ ヴァネス小説 の例 について検 討 してみ たい と思 う。

　 ガ ヴ ァネス小説 とはい って も、 『ジ ェイ ン ・エ ァ』 とい う作 品の主題 は も

ちろんガ ヴァネスの職業 につ いてで はない。 ジェイ ンが ガ ヴァネスの立場 を

問題視す ることや、仕事 にまつ わる苦悩 を経験 している こ とな どは特 に強調

されてはいないのであ る。 しか しガヴ ァネスは単 に物語 の展 開上用 い られ る

存在 に留 まる には、あ ま りに深遠 な意義 を持 っている。ガ ヴ ァネスが描 き出

す の は、その時代 が抱 える、 そ してその時代 を反 映す る、非常 に複雑 な問題

なのであ る。 ガヴ ァネスの問題 には物理 的 な もの と精神 的 な ものの両方 の側

面 があ った ようだ。J.P.ブ ラウ ン 『十九 世紀 イギ リス の小説 と社 会事 情』 に

ガ ヴ ァネスの物 理的問題 につ いて簡潔 にまとめ られてい るので、 まず はそれ

を紹 介 しよう。

多 くの家庭 にお いて女 家庭教 師 は 「命 つ な ぎの」賃金 と、不特定 の時間 と、

結婚 による逃 げ道 以外 には前 途 に望 みが ないの とで、女 中の 身分 と大差 が
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なか った。 に もか かわ らず ほか に職 業選択 の道 が なか った ため に、女 家庭

教 師 の失 業者 が続 出 した。一八 六九 年 には二万 四千 人 もの女が 「失業女 家

庭教 師の家」 に収容 され、それ を さらに上 回る人数が 門前払 い を くわ された。

(107}

ちなみ にその ように大量 の失 業者が 出た原 因はガ ヴァネス候補 となる中産 階

級未婚女性 の著 しい増加 にあ り、 それ もまた社会 問題 とな った。 この よ うな

ガヴ ァネスの窮状 や雇用 問題 が 『ジェイ ン ・エ ア』 の中で明確 に提起 されて

いる とはいえ ない1が 、そ こには シ ャー ロ ッ ト ・ブロ ンテが彼女 自 らの経験

か ら得 た と思 われ る、ガ ヴ ァネス とい う職業 につ いての リア リテ ィのあ る描

写や細 かな心理が確 か に描 かれてお り、我 々に訴 えるのである。 この章 で は、

『ジ ェイ ン ・エ ア』 の作 品 中に出て くるガ ヴ ァネス につ いて の記述 を当時 の

時代 背景 と関連 させ なが ら考察 してい こう と思 う。

　 まず は中産階級 の一女性が ガ ヴァネスの職 に至 る背景か ら取 り上 げたい。

だが ジェインがそれ まで勤 めていた教 師の職 を離 れて ガヴ ァネスの職 を求 め

る とい う過程 は全 く当然の成 り行 きと して描 かれてお り、 あ ま りに問題 な く

進行す るので、当時の ガヴ ァネス像 をそ こか ら読 み取 ろう とす るには不十分

であ るように思 える。 ただガヴ ァネス以外 の選択肢が元 々社 会 に存在 しなか

ったので迷 うこと もで きなか った と考 える ことはで きるのだが。む しろそ の

背景 を考察す る為 には、 『ジェイ ン ・エ ア』 の中の もう一つ のガ ヴ ァネスの

ケース を取 り上 げる方 が相応 しいので はない か と思 われる。 す なわ ちメア リ

ー、 ダイアナ姉妹 のケースであ る。

　 メア リー、 ダイアナ姉妹が ガ ヴ ァネス になるに至 る事 情 は、物語 の中で は

ジェイ ンに よって女 中か ら聞いた話 が簡単 に説 明 され るのみ であるが 、 しか

しなが らジェイ ンの場合 とは異 な り、姉妹 の経験 は明確 にガヴ ァネス の苦難

の実情 を表 してい る。 それ に至 る経緯 を見 てみる と、当時の 中産 階級 の女性

がガ ヴ ァネス として働 かね ばな らな くなった一般 的な事情 が見 られる。

Mr. St. John, when he grew up, would go to college and be a parson; and the 

girls, as soon as they left school, would seek places as governesses: for they
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had told her their father had some years ago lost a great deal of money by a 

man he had trusted turning bankrupt; and as he was now not rich enough to 

give them fortunes, they must provide for themselves. (302)

父 親 の負 っ た負 債 の犠 牲 に な っ て生 活 が 苦 し くな っ た 中産 階 級 の 娘 とい うの

が 、 当 時 の ガ ヴ ァネス の例 と して多 数 い た の で あ る。 姉妹 に とっ て も、 ジ ェ

イ ン と同 じよ うに ガ ヴ ァネ ス以 外 の選 択 肢 はあ りうる はず もな か っ た。 とい

うの も当 時 の 中産 階級 の女 性 に とっ て働 くこ との で きる、 そ れ も中産 階級 と

しての 体 裁 を保 っ た もの で あ る仕 事 が ガ ヴ ァネス 以 外 に な か っ た か らで あ る。

　 だが そ の よ う にガ ヴ ァネス に な る決 意 を して も、 皆 が 仕 事 を見 つ け られ る

とは限 らな か っ た とい うこ とは 、 ガ ヴ ァネス の物 理 的 問題 と して先 に挙 げ た

通 りで あ る。 再 び ジ ェ イ ンの話 に戻 る と、 ジ ェ イ ンが ガ ヴ ァネス の職 を求 め

る方 法 と して新 聞 に広 告 を出 す とい うの は 当時 の一 般 的 な や り方 で あ っ た。

た だ 、 や は り広 告 を出 して もそ う簡 単 に職 が 見 つ か るわ け で は なか っ た。 そ

の 点 、 ジ ェ イ ンは幸 運 だ っ た とい え る。 彼 女 は 自分 が 出 した求 職広 告 に対 し

て"ls　there　only　one?"(76)と 言 っ て い た りす るが 、 求 職 か ら一 週 間 で 仕 事

が見 つ か って 、 しか も好 条 件 な ど とい う こ とはそ うあ る もので は な か っ た よ

うだ(好 条件 とい っ て もそ れ は相 対 的 な もの で 、 ジ ェ イ ンの そ れ まで の教 師

の 収 入 の 二 倍 に相 当す る額 で はあ った が 、 世 間的 に見 る とハ ウス キ ーパ ー並

み だ っ た とい う こ とが 分 か っ て い る(川 本34-35)。 さ ら に環 境 と して は、

ガ ヴ ァネ ス と して や って来 た ジ ェ イ ンに対 す る ソー ン フ ィー ル ド邸 の住 人 の

態 度 も穏 や か で好 ま しい もの で あ っ た。 フ ェ ア フ ァ ックス夫 人 に最 初 に会 っ

た 日の夜 、 ジ ェ イ ンは この よ う な感 想 を持 っ て い る。"Ilittle　expected　 such

areception;Ianticipated　 only　coldness　 and　stiffness:this　 is　not　like　what　 I

have　 heard　 of　the　treatment　 of　governesses;but　 Y　must　 not　exult　too　soon"

(84).こ の場合 、 ジェイ ンが 「聞いていた」 方の ガヴ ァネスの待遇が、 当時

の ガヴ ァネスの姿 を表す とい う意味 では正 しい もので あった。冷淡 と窮屈 、

ま さにそれはガ ヴァネスが見 ず知 らずの他 人の家で一人孤 独 にかみ しめてい

た思 いだったのである。ガ ヴ ァネス には他 の女 中たち と違 って仲 間がい なか
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っ た。雇 い主 の家 族 は ガ ヴ ァネ ス をそ の 階級 意識 か ら見 下 して お り、 さ ら に

召 使 た ち と も立 場 が 異 な るせ い で 、 ガ ヴ ァネス は家 とい う領 域 の 中 で完 全 に

孤 立 して しま うの で あ る。 ジ ェ イ ン はそ の よ うな待 遇 とは違 っ た と言 い、 そ

れ以 後 も特 に家 の 者 か ら冷 淡 な扱 い や窮 屈 な思 い を した とい う描 写 は見 られ

な い 。 しか し、彼 女 自身が 「しか し、 あ ん ま り早 くか ら嬉 しが っ て はい け な

い」 と考 えて い る よ うに、 だか ら とい っ て ガ ヴ ァ ネス と して の ジ ェ イ ンが 非

常 に恵 まれ て い た と断 言 して は な らな い。

　 自身が ガ ヴ ァ ネス と して働 い た経 験 を持 つ シ ャー ロ ッ ト ・ブ ロ ンテが 、 ガ

ヴ ァネ ス とい う職 業 の 実態 を知 らな い はず が な い 。 ジ ェ イ ンの 台 詞 の節 々 に、

我 々 は ガ ヴ ァネ ス が 決 して安 楽 な仕 事 で な か っ た こ と を窺 い知 る こ とが で き

る の だ。 ジ ェ イ ンは 自 らの ソ ー ンフ ィ,_._.ルドにお け る境 遇 につ い て"any　 one

who...1ived　 as　a　solitary　dependant　 in　a　great　house"(173)と 表 現 し、 さ ら

に そ の よ う な ガ ヴ ァ ネ ス に つ い て"lt　would　 be　easy　to　find　you　thousands ."

(173)と 言 っ て い る。 こ こか ら、 ジ ェイ ン も他 の 多 数 の ガ ヴ ァネ ス と同様 の

孤 独 を味 わ って い た こ とが 判 明す る。 や は りい く ら条件 が 良 くて も、 ガ ヴ ァ

ネス とい う職 種 は他 の召使 た ち とは切 り離 され た 、特 別 の もの で あ っ た の だ 。

　 さ らに もう一 つ例 を挙 げ て み る と、紹 介 され た小 さ な小 学 校 の教 師 の仕 事

に つ い て 、 ジ ェ イ ン は"compared　 with　 that　 of　 a　governess　 in　a　rich　 house,　 it

was　 independent;and　 the　 fear　 of　 servitude　 with　 strangers　 entered　 my　 soul

like　iron"(312)と 表 現 して い る。 この 台 詞 か ら、 フ ェ ア フ ァ ッ クス 夫 人 や

ア デ ー ル の 間 で平 穏 で 恵 まれ た生 活 を送 っ て い た か に見 え た ジ ェ イ ンが 実 は、

ガ ヴ ァネ ス を独 立 的 で な い仕 事 と見 な し、 見 知 らぬ人 達 の 間 で奉 公 して い る

よ う に感 じて い た とい う こ とが 分 か る。 ジ ェ イ ン の ・・Ishould　not　be　called

upon　 to　quit　my　sanctum　 of　the　schoolroom;"(145)と い う台 詞 か ら も分 か る

よ う に、 ガ ヴ ァネス は勉 強 部 屋 に比 喩 的 にで はあ るが 閉 じ込 め られ、 外 の世

界 と遮 断 され た存 在 で あ っ た。 ジェ イ ン は召 使 の誰 と も対 等 に話 が 出 来 な い

こ と を感 じ、不 満 に思 って い る。 だ か ら こそ彼 女 に とって ロチ ェ ス ター の相

手 をす る こ とが 一層 の 歓 びで あ っ た の か も しれ な い 。
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　 ジ ェ イ ン 自身が 感 じるガ ヴ ァネス像 だ けで な く、 周 りか らみ た ガ ヴ ァネス

像 が どの様 な もの で あ った か を考 察 す る に は、 ロ チ ェ ス ター の客 人 が ソー ン

フ ィー ル ド邸 を訪 れ る箇 所 が有 効 だ ろ う。 中で もイ ング ラ ム母 娘 は ガ ヴ ァネ

ス に対 す る感 情 を非 常 に率 直 に言 って の けて お り、 そ の言 葉 は 当 時 の上 流 階

級 の ガ ヴ ァネス に対 す る観 念 を象 徴 して い る と考 え られ る の で 、彼 女 等 の 台

詞 を 中心 に検 討 しよ う。

　 ジ ェ イ ン が 客 人 に お 辞 儀 を し た 時 の"one　 or　two　 bent　their　heads　 in

return,　the　others　only　stared　at　me"(150)と い う態 度 か ら理 解 され る よ う

に、 上 流 階級 の 人 々 の殆 どは ガ ヴ ァネス を明 らか に見 下 し、無 視 す るか の よ

うな態 度 を とる。 一 人 の紳 士 が ジ ェ イ ン をシ ャ レー ドに誘 って み よ うか と言

い 出す こ とは あ っ て もそ れ が結 局 反 対 され て い る よ う に、 ガ ヴ ァネス が彼 女

らの仲 間 に入 るの は 許 され ない こ となの で あ る。 話 題 が ガ ヴ ァネス の こ とに

な る と、 イ ン グ ラム 母娘 は露 骨 に嫌 悪 感 を表 し、手 ひ ど く非 難 す る。 まず は

一 つ の例 と して
、 イ ング ラ ム嬢 が ガ ヴ ァネ ス た ち を描 写 す る言 葉 の 一 部 を引

用 す る。

"I have just one word to say of the whole tribe; they are a  nuisance .... The 

best fun was with Madame Joubert. Miss Wilson was a poor sickly thing, 

lachrymose and low-spirited: not worth the trouble of vanquishing, in short; 

and Mrs. Grey was coarse and insensible: no blow took effect on her. But 

poor Madame Joubert! I see her yet in her raging passion, when we had 
driven her to  extremities...."  (155, The Italics are mine.)

イ ン グ ラ ム 母 娘 は 、 ガ ヴ ァ ネ ス を こ の 他 に も"detestable""ridiculous""in-

competency""caprice"(155)"dead-weights"(156)な ど の 言 葉 で 形 容 して い

る 。ま た イ ン グ ラ ム 男 爵 夫 人 は ジ ェ イ ン を 評 し て"in　 hers[her　 physiognomy]

Isee　 all　the　faults　of　her　class"(155)と 言 っ て い る が 、 そ れ を受 け た イ ン グ

ラ ム嬢 が ガ ヴ ァ ネ ス の 属 す る 中 産 階 級 の 欠 点 と して 挙 げ た もの は 、 再 び 先 述

の 言 葉 の 類 で あ る 。 な ぜ そ れ ほ ど ま で に ガ ヴ ァ ネ ス が 嫌 わ れ て い た か を探 る

こ と は 複 雑 な 問 題 に発 展 しそ う だ が 、 そ こ に は や は り上 流 階 級 の 側 の 階 級 意
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識 とい うものが 関わ って くるので はないか と思 われる。彼女 らにとって は、

上流 階級 の家庭 の領域 にガ ヴァネス な どとい う中流 階級 の者 が子供 を教 える

立場 として侵 入 して くるのが我慢 な らないので ある。 同様 に考察 を進 め る と、

女家 庭教 師 と男 家庭教 師 との恋愛 に問題 が及 んだ時 にイ ングラム嬢が"Dear

Mamma...as　 soon　 as　 she　 got　 an　 inkling　 of　the　 business,　 found　 out　 that　 it　was

of　an　immoral　 tendency."(156)と 言 っ て い る の は 、 ガ ヴ ァ ネ ス を通 し て 下 層

階 級 の 低 俗 な 風 習 が 伝 わ つ て く る と当 時 の 上 流 階 級 が 懸 念 した もの を表 して

い る と考 え ら れ る 。 ま た 、 イ ン グ ラ ム は ガ ヴ ァ ネ ス の"bad　 example"を"dis-

tractions　 and　 consequent　 neglect　 of　 duty　 on　 the　 part　 of　 the　 attached‐mutual

alliance　 and　 reliance;confidence　 thence　 resulting‐insolence　 accompanying‐

mutiny　 and　general　blow-up"(156)と い うふ う に挙 げ て い る が 、 こ こ に見 ら

れ る の は ガヴ ァネ ス に とって の タブ ー で あ り、雇 い主 が最 も嫌 が る もの で あ

る。 下 位 の者 の統 制 が効 か な くな る とい うの は上 位 の者 に とって は恐 るべ き、

そ して憎 むべ き事 態 なの で あ る。

　 こ の よ うに、 周 りの 目か ら見 た ガ ヴ ァネス 、 そ して ジ ェイ ン自身 の 目 か ら

見 た ガ ヴ ァネス が 共 に映 し出 して い る もの は、 ガ ヴ ァネ ス が抱 える複 雑 な苦

悩 の姿 で あ る。 ガ ヴ ァネ スが 他 の どの職 業 と も異 な る よ うな苦 境 を経 な けれ

ば い け ない の は なぜ だ ろ うか。 これ まで の考 察 か ら考 え られ る原 因 は、 まず

一 つ に は 中流 階級 出 身 で あ りな が ら働 か ね ば な らない とい うガ ヴ ァネ ス の 身

分 にあ り、 も う一 つ に は そ の雇 い主 とも召 使 と も相容 れ な い とい う立 場 にあ

る。 つ ま りガ ヴ ァネス の持 つ 不 安 定 で両 義 的 な特 性 が ガ ヴ ァネ ス の孤 独 を生

ん で い る とい え る。 続 い てそ の よ うな ガ ヴ ァ ネス の両 義性 とジ ェ イ ン ・エ ア

とい う主 人公 との 関 連性 につ い て 、 さ らに詳 し く考 察 した い と思 う。

2.ジ ェ イ ンの位 置 の両 義 性

　 ガ ヴァネスは本 質的 に両 義的 な側面 を持 った職業 であ る。その こ とを示す

ため に、 まず はガ ヴ ァネスの立場 を社会 的に考察 してみ るこ とに しよう。 当

時少 なか らぬ 中産 階級 の女性 が ガヴ ァネス となったのだが 、それ はガヴ ァネ
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ス が 当 時 の 中 産 階 級 の 性 役 割 か ら逸 脱 す る こ と な く働 く こ と の で き る 唯 一 の

職 業 だ っ た か ら で あ る 。 ガ ヴ ァ ネ ス と 他 の 中 産 階 級 の 女 性 の 仕 事 、 例 え ば

"jailors
,　plumbers,　 butchers,　 farmers,　 seedsmen,　 tailors,　 and　 saddlers...dress-

making,　 millinery"(Poovey　 126)を 比 べ て み る 時 こ の こ と は 明 ら か だ ろ う 。

す な わ ち ガ ヴ ァ ネ ス と い う 職 業 は 、Mary　 Pooveyか ら 引 用 す る と 以 下 の よ

う な 性 質 を 持 つ:"private　 teaching　 was　 widely　 considered　 the　 most　 genteel,

largely　 because　 the　 governess's　 work　 was　 so　 similar　 to　 that　 of　 the　 female

norm,　the　middle-class　 mother"(127).し か し本 当 に ガ ヴ ァ ネ ス の 地 位 が 中

産 階 級 に留 まっ て い られ る よ う な もの で あ っ た か ど うか は疑 問 で あ る。 なぜ

な らい くらガ ヴ ァ ネス が 品 の 良 い 仕事 と言 わ れ て も、 中産 階級 の 女性 に とっ

て 「働 く」 とい う こ と 自体 が 品位 を損 ね る こ とだ った の で あ る。 また ガ ヴ ァ

ネ ス は雇 用 者 か ら は召 使 と見 な され、子 供 を教 え るだ け で な く、 召使 の よ う

な仕 事 も押 し付 け られ て い た とい う実 態 が あ る 。 さ らに は給 料 も召使 並 み で

あ っ た 。 この よ う な雇 用状 態 か ら見 る と、 ガ ヴ ァネス に な る こ とは下 層 階級

に落 と され る も同然 だ っ たの で あ る。 ガ ヴ ァネ ス の 陥 る両 義性 とい う もの は 、

この 階級 性 と実情 との ず れか ら生 じて い る と考 え られ る。

　 ガ ヴ ァネス の 出 身階 級 と実 情 との 間 の矛 盾 は様 々 な形 で 現 れ る。 第 一 章 で

言 及 した よ うに、 ガ ヴ ァネ ス は他 人 の家 の 中で そ の家 の 誰 の 地 位 と も異 な る、

孤 独 な存 在 で あ っ た。 雇 用 者 とガ ヴ ァネス との 関係 も複 雑 な もの を孕 ん で い

た。

職務 か らい って もガ ヴ ァネス は、 レデ ィの教 育 にあ た るか らには、彼 女 自

身が レデ ィで な ければ な らない。 そ の意 味 で はガ ヴ ァネス は雇 用者 と対等

であ る。彼 女 と雇 用者 の 間 には、生 まれ、振 る舞 い、教育 の点 で な んの違

い もないの だ。 〔中略〕 当時 の レデ ィの理念 か らい えば、 レデ ィは 「報酬 を

受 け る仕事 」 とは無 関係 の存 在 で あ り、生活 の ため に働 くガヴ ァネス はそ

の観 点 か らは レデ ィ とは見 な し難 いの であ る。 つ ま り、 ガ ヴ ァネス は雇 用

者 と対等 では ないのだ。(川 本48)

19世 紀 には ガヴ ァネス は上流階級 だけでな く中産 階級 の家庭 で も雇 われてい
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た た め 、 ガ ヴ ァネス とそ の雇 用 者 との差 異 は紙 一 重 で あ り、 財 産 の有 無 の差

異 の み とな って い た。 ガ ヴ ァネス は窮 乏 の た め に 中産 階級 か らは じきだ され

た犠 牲 者 で あ った とい え るの で あ る。 また 当然 なが ら、 ガ ヴ ァネス は下 層 階

級 に入 り込 む こ とはで きない 。 しか も召 使 た ち か ら、 ガ ヴ ァネ ス は 「明 らか

に彼 らの上 位 で は あ る もの の 、 雇 い主 や そ の友 人 た ちか らは対 等 に扱 わ れ て

い な い」(川 本48)た め 、軽 蔑 の 念 を持 っ て見 られ て さ えい た よ うで あ る。

ゆ え に ガ ヴ ァネ ス は 中産 階級 に も下 層 階 級 に も共 に属 す こ との で きない 立 場 、

つ ま り中産 階級/下 層 階級 の境 界 に位 置 して い る と定 義 され る。

　 ジ ェ イ ン ・エ アが 孤 児 で あ る こ と と彼 女 が ガ ヴ ァネ ス に な る こ と との 間 に

は明 らか に相 関 関 係 が あ る。 ジ ェ イ ン は両 親 の死 後叔 母 の家 に引 き取 られ た

居 候 で あ り、 しか もそ の家 族 か ら愛 され ず に孤 立 した 存在 で あ っ た。 ジ ェ イ

ンは他 の子 供 た ち とは は っ き りと隔 て られ る 。 ジ ェ イ ンの 立 場 につ い て は召

使 の ア ボ ッ トの 言 葉 に明 らか で あ る。"you　 are　less　than　a　servant ,　for　you

do　nothing　for　your　keep."(9)そ して ジ ョン ・リー ドが ジ ェ イ ンの"master"

な の で あ る。 こ の 支 配/従 属 関 係 は 、 ジ ェ イ ンが ジ ョ ン に 反 抗 し た 時 の

"like　any　other　rebel　
slave"(9)と い う表 現 か ら も窺 う こ とが で きる。 財 産 と

血 縁 の 欠 如 、 そ して非 力 で あ る こ とが こ こで の ジ ェ イ ンの 「召 使 以 下 」 とい

う立 場 を決定 してい る。 中産 階級 の家 庭 にあ りなが ら、 そ こに存 在 を認 め ら

れ て い ない ジ ェ イ ン も また ガ ヴ ァネ ス の運 命 と同様 に 中産 階 級/下 層 階級 の

境 界 を彷 徨 う身分 だ とい え るの で は な い だ ろ うか 。

　 ジ ェ イ ン 自 身 が"Iwas　 a　discord　 in　Gateshead　 Hall;Iwas　 like　nobody

there"(12)と 回 想 して い る よ う に、 彼 女 の 人 生 の ス ター トは立 場 が な い ば

か りか 、 存 在 す ら危 うい もの で あ っ た。 その 境 遇 は幼 い ジ ェ イ ンを苦 しめ 、

赤 い 部屋 へ と通 じる トラ ウマ を生 み 出 す 。 ジ ェ イ ンは そ の境 遇 か ら抜 け 出 し

た くは思 うが 、"Ishould　 not　like　to　belong　to　poor　people・(20)と 下 の 階級 へ

落 ち る こ とを拒 否 し、 また上 の 階級 へ 登 る手 段 もない ため 、 身動 きが 取 れ な

い の で あ る。 結 局 ジ ェ イ ンは、 女 子 寄 宿 学 校 へ の 入学 とい う形 で そ の不 安 定

な辛 い立 場 か ら抜 け 出 して い る。



『ジ ェ イ ン ・エ ァ 』 と ガ ヴ ァ ネ ス 　 　 61

　孤 児 と して 中産 階 級 に も下 層 階級 に も属 せ な か っ た ジ ェ イ ンは 、 ロー ウ ッ

ド学 院 で 学 問 を 身 につ け た後 ガ ヴ ァネス の 職 に就 くが 、 そ れ に よ って再 び 中

産 階級/下 層 階 級 の境 界 を彷 徨 うこ とに な る。Pooveyが 指 摘 して い る よ う に、

ソ ー ン フ ィー ル ドを覆 って い る もの は階級 的 、性 的不 安 定 とい う問題 で あ る

(136-37)。 孤 児 とい う境 遇 に加 え て階級 的 不 安 定 を表 す ガ ヴ ァ ネス とい う職

業 に 身 を投 じた こ と に よ って 、 そ こ に は一 層 強 く両 義 性 を持 っ た ジ ェ イ ンが

存 在 して い る 。 そ れ は彼 女 の 人 生 に宿 命 の よ う に付 き ま と うの で あ る。

　 そ れ に対 してJina　Politiは 、 ジ ェイ ンが ソ ー ン フ ィー ル ドに来 て ガ ヴ ァネ

ス とな っ た 時 に は も はや 境 界 の位 置 に は 属 して い な い とい う立 場 に立 つ 。

Politiは 十 一 章 か らの語 りの 形 式 が そ れ まで の 現 実 世界 か ら フ ァ ン タ ジ ー の

世 界 に 入 っ て し ま い 、 ジ ェ イ ン の 階 級 的 境 界 性 は そ れ ま で の"1"と

・narrotor・ とい う主体 の分 裂 と共 に
、消 え失 せ て い る と主 張 して い る。

After the tenth chapter what the writing is striving to do is to silence, efface, 

inscribe its narrative past. The  'between narrative modes' is perhaps a 

reflection of the  'between classes' in which Jane is caught. (88)

だが 、 ジ ェイ ンの境 界 性 が ソ ー ン フ ィー ル ドまで に解 決 して しま っ てい る な

らば 、 ジ ェ イ ン は主 人 で あ る ロ チ ェ ス ター に対 して 頑 に反抗 した り、 平 等 を

宣 言 した りす るだ ろ うか 。 そ の よ うな行 為 は 階級 的 に安 定 した フ ァ ン タジ ー

の世 界 で は不 必 要 な もので あ る。 以 下 の分 析 よ り、 筆 者 は この 点 の見 解 につ

い て はPolitiの 意 見 に賛 同 しない 。

　 rジ ェ イ ン ・エ ア』 とい う小 説 の 特 徴 と して注 目す べ きこ とは 、 ジ ェ イ ン

が 中産 階 級/下 層 階 級 の境 界 に位 置 す る身分 にお い て禁 じられ た こ とをや っ

ての け て い る とい う事 実 で あ る。孤 児 で あ り、 ガ ヴ ァネ ス で あ る ジ ェ イ ンが

禁 じられ て い る こ と、 そ れ は反抗 と 自己 主 張 で あ る。 ゲ ー ツヘ ッ ドにお い て

も、 ソー ン フ ィー ル ドにお い て も、 ジ ェ イ ンは そ れ ぞ れ の 時 点 の 主 人 に向 か

っ て主 張 せ ず には い られ ない 。 まず ジ ェ イ ンの反 抗 は、 ゲ ー ッヘ ッ ド荘 で の

"master"で あ る ジ ョン ・リー ドへ の非 難 で始 ま る
。"You　 are　like　a　murderer
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一you　are　like　a　slave　driver --you　are　like　the　Roman　 emperors!"(8)そ して

ジ ェ イ ンは ジ ョンの不 当 な暴 力 に反撃 す る。 これ は追 い詰 め られ た奴 隷 の 反

抗 を思 わせ る箇所 で あ る。 そ して一 度 反 抗 す る と、 両 者 の 主 人/奴 隷 の力 関

係 は 変化 し始 め 、 つ い には 「奴 隷 」 の方 が 勝 利 を収 め さえす る。 年 齢 、 体 格 、

ゲ ー ッヘ ッ ド荘 で の 身 分 、 これ ら全 て に お い て ジ ョ ンに劣 る ジ ェ イ ンが 勝 利

す る こ との意 味 は大 きか っ た と思 わ れ る。 そ れ は ジ ェ イ ンが その 後 、 自分 よ

り優 位 に立 つ相 手 に向 か う時 の 勝 負 の結 果 の予 兆 とも考 え られ る。

　 ジ ョン ・リー ドへ の勝 利 か ら間 もな い リー ド夫 人へ の反 抗 も同様 に、 不 当

な支 配 に対 す る強 者 へ の反 抗 で あ る。 そ して そ れ は ジ ェイ ンの様 な 身分 の 者

に とっ て は さ らに危 険 を伴 って い た。 しか しジ ェ イ ンは 自 らの プ ラ イ ドの た

め に 反 抗 せ ざ る を え な か っ た。 そ の 時 に彼 女 が 放 つ"You　 think　I　have　 no

feelings,　 and　 that　 I　can　 do　 without　 one　 bit　 of　 love　 or　 kindness;but　 I　cannot

live　so."(31)と い う 主 張 は 、 後 に ロ チ ェ ス タ ー に 対 し て も繰 り返 さ れ る の

で あ る 。

"D
o you think I am an automaton? — a machine without feelings? and can bear 

to have my morsel of bread snatched from my lips , and my drop of living 

water dashed from my cup? Do you think , because I am poor, obscure, plain, 

and little, I am soulless and  heartless? You think wrong! — I have as much 

soul as you, — and full as much heart!" (222)

　 ガ ヴ ァネス としての ジェイ ンは当初 は比較 的従順 であ るが、 この台詞 を皮

切 りとして明確 な自己主張 を始め る。 これに続 いて、つい にジェイ ンは主人

/召 使 の枠 を越 えて魂 の平等 をロチ ェス ター に宣言す るのであ る。 さらにジ

ェイ ンは一般 的な結婚 の形 、す なわ ち妻 が夫 に養 われ、夫が その代 わ りに妻

に無償 の家事 労働 を要求す る とい う形で はな く、有償 労働 の雇用契約 に基づ

いた結婚 を掲 げてい るが、 これは ロチ ェス ターが ジェイ ンを情婦 のセ リーヌ

の ように扱 うこ とに対す る反抗 であろ う。 そ して ジェイ ンの最大 の反抗 であ

り自己主張 であ る もの は、苦 渋 に満 ちた ロチ ェス ター との別 れの決断で ある。

ジェイ ンはロチ ェス ター との関係 において、 ガ ヴァネスが主 人 に対 して持 つ
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こ との許 されない主導権 を持 ったのであ る。

　 この ような支配/従 属 関係 を揺 るがせかね ないガ ヴァネスの反抗 や主 張 は

支配側の上流階級が無意識 に恐 れ、 ガヴ ァネスへの悪感 清の一 因 とな ってい

る もので ある と思 われ る。中産階級/下 層 階級 の境界上 の存在 は、 どち らに

も属せ ないの と同時 に、 どち らに も作 用 を及 ぼす可能性 を持 ってい るのであ

る。 そ してそれ こそが、 ガヴ ァネス とい う存在 の両義性 が導 く結果で ある と

いえる。 ジェインが壊 そう とした ものはあ くまで も階級差 や性 差で はな く、

ロチ ェス ターの提 示す る結婚 の像 と、階級差 また は性差 に よって生 じた精神

的不平等 であ った。 しか しその行動 は、当時の小説 の一般 的 な ヒロイ ン像 、

また女性 像の観念 を打 ち砕 き、新 しい タイプの女性 を創 り出 している。境界

上 に属す るが ゆえに既成 の階級 的秩序 か らはみ出 した存在 であ るガヴァネス

と、「女性 らしい」とされる定義 か らはみ出 したジェイ ンとい うヒロイ ンとは、

世 間に とって同 じ不安材料 を抱 えた存在 なので ある。 ゆえ にジェイ ンはガヴ

ァネス と して生 きる時、二重の危険性 を孕 んだ人物 だ とい えるので はない だ

ろ うか。

　 ガ ヴァネス とジェイ ンの両義 的な位置づ けは これ までの物 語 の軸 とな り、

物語 を生成す る機能 を果 た してい る。その後 、 ジェイ ンはガヴ ァネス とい う

職 業、 そ して今 まで の孤児 とい う状態 か らも解放 され るこ とになるが 、それ

で はジェイ ンの両義 的位置 は物語 の結末 において解決 される こ とになるのか

どうか 、次 に検討 してい くこ とに したい。

3.主 体 化 され た セ ク シ ュ ア リテ ィ

　 こ れ ま で 見 て き た よ う に 、 孤 児 で ガ ヴ ァ ネ ス で あ っ た ジ ェ イ ン は 反 抗 と 自

己 主 張 を携 え て 自 ら の 両 義 的 な 位 置 を生 きて き た 。 そ して そ の 位 置 を 離 れ る

時 は い つ で も、 ジ ェ イ ンが 何 ら か の 決 断 を迫 られ る 時 で あ る 。 ゲ ー ツ ヘ ッ ド

荘 か ら ロ ー ウ ッ ド学 院 に 移 る 時 ジ ェ イ ン は 、"school　 would　 be　a　complete

change:it　 implied　 a　long　 journey,　 an　 entire　 separation　 from　 Gateshead,　 an

entrance　 into　a　new　 life・(21)と 考 え て い る 。 実 際 ロ ー ウ ッ ド学 院 へ の 変 化
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は 生 活 環 境 の 悪 化 を も た ら した が 、 良 い 出 会 い に よ っ て 孤 児 の ジ ェ イ ン の 孤

独 を鎮 め て くれ る もの で あ っ た 。 ソ ー ン フ ィ ー ル ドを 離 れ る 時 の 決 断 は 、 も

っ と深 刻 で あ る 。 幸 福 と安 定 を も た らす そ の 地 を去 っ た 先 に は何 の 当 て も な

く、 中 産 階 級/下 層 階 級 の 境 界 か ら下 層 階 級 の 底 ま で 落 ち る こ と は 必 至 で あ

る 。 しか し孤 児 で 孤 独 な ガ ヴ ァ ネ ス と い う境 遇 こ そ が ジ ェ イ ン を ソ ー ン フ ィ

ー ル ドの 先 へ と 導 い た の で あ る:"The　 more　 solitary
,　the　more　 friendless,

the　more　 unsustained　 I　am,　the　more　 I　will　respect　 myself"(279).身 分 を 落 と

して ま で も ジ ェ イ ンが ソ.__.ン フ ィ.___ル ドを 去 る こ と を選 ん だ の は 、 留 ま っ て

ロ チ ェ ス タ ー と共 に 暮 ら した な らば 、 法 と道 義 を 犯 し、 ロ チ ェ ス タ ー の 情 婦

の よ う な存 在 に な っ て し ま う か ら で あ る 。 ロ チ ェ ス タ ー が 情 婦 を奴 隷 と並 べ

て 劣 等 だ と 言 い 放 っ て い る(274)よ う に 、 情 婦 に な る こ と は 下 層 階 級 へ の

堕 落 に等 しい もの で あ っ た 。 ゆ え に ジ ェ イ ン が 中 産 階 級/下 層 階 級 の 境 界 に

位 置 す る ガ ヴ ァ ネ ス の 地 位 を離 れ た 時 、 堕 落 は 不 可 避 の もの だ っ た の で あ る 。

　 『ジ ェ イ ン ・エ ア』 に は 「堕 落 した 女 性 」 の 二 つ の 例 が 見 ら れ る 。 一 つ は

狂 女 と な っ た バ ー サ の 例 、 も う一 つ は ロ チ ェ ス タ ー の 情 婦 セ リ ー ヌ の 例 で あ

る 。Pooveyは ガ ヴ ァ ネ ス の"`low-born ,　ignorant,　 and　 vulgar'women　 of　the

working　 class"(128)と い う一 方 の イ メ.__.ジ か ら、 ガ ヴ ァ ネ ス が バ ー サ や セ

リー ヌ に 連 想 され る 、 精 神 病 者 や 売 春 婦 な ど と関 連 性 が あ る と指 摘 して い る

(130-31)。 しか し そ の 理 由 か ら だ け で な く、 ジ ェ イ ン は バ ー サ や セ リ ー ヌ の

立 場 と紙 一 重 だ とい え る 。 そ れ は ジ ェ イ ン に も充 分 に彼 女 ら と 同様 の 運 命 を

辿 る 危 険 性 が あ っ た か らで あ る 。ジ ェ イ ン は 自分 が ロ チ ェ ス タ ー に と っ て 「イ

ギ リス 人 の セ リ ー ヌ 」 に な る こ と を恐 れ る 。"`Iwill　 attire　myJane　 in　satin

and　lace,　and　 she　shall　have　 roses　 in　her　hair;and　 I　will　cover　 the　head　 I　love

best　with　 a　priceless　 veiL'"(227)と い う ロ チ ェ ス タ ー の 言 葉 は 、 か つ て 彼 が

セ リ ー ヌ に 貢 い だ 時 の 様 子 を思 い 起 こ させ る 。 こ の 時 ロ チ ェ ス タ ー は 意 図 的

で な い に しろ 、 ジ ェ イ ン を彼 の 情 婦 に し よ う と して い た の で あ る 。 ジ ェ イ ン

が ソ ー ン フ ィ.___ル ドを 去 る こ と を選 ぶ 時 に 自 ら に 禁 じた 情 婦 の 姿 と は 、 セ リ

ー ヌ の 姿 に他 な ら な い
。
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　バ ーサ とジ ェ イ ン との 関連 につ い て は もっ と複 雑 な ものが あ る。 そ の検 討

にあ た っ て、 まず はSandra　 M,　Gilbertの 考 察 を参 考 に した い。

The imprisoned Bertha, running "backwards and forwards" on all fours, for 

instance, recalls not only Jane the governess, whose sole relief from mental 

pain was to pace "backwards and forwards" in the third story, but also that 
"bad animal" who was ten -year-old Jane , imprisoned in the red-room, howling 

and  mad.... Bertha's fiendish madness recalls  ...Jane's own estimate of her 

mental  state.... And most dramatic of all, Bertha's incendiary tendencies 

recall Jane's early flaming rages at Lowood and at Gateshead as well as that 
"ridge of lighted heath" which she herself saw as emblematizing her mind in 

its rebellion against her position in society. (172)

この よ うにバ ーサ は ジ ェ イ ン と表 裏 一体 の存 在 と して捉 え る こ とが 可 能 で あ

る。 つ ま りジ ェ イ ンは狂 気 を通 して常 にバ ーサ に変 わ る危 険 性 を持 つ の で あ

る。 バ ー サ の 狂 気 をAdrienne　 Richが 考 察 す る よ う に、"her　 physical

strength　 and　 her　 violent　 will‐both　 unacceptable　 qualities　 in　 the　 nineteenth-

century　 female,　raised　to　the　nth　degree　and　embodied　 in　a　monster"(150)と

考 え る とす れ ば 、反 抗 と自己 主 張 とい う 「十 九 世 紀 の女 性 にあ っ て は な らな

い特 質」 を持 つ 主 人公 で あ る ジ ェ イ シ は 、 同 じ く 「怪 物 」 に され て し ま うの

で は な い だ ろ うか 。 も し もジ ェ イ ンが 激 しい狂 気 を ロチ ェス ター の前 に現 し

た な らば、 ロチ ェス ター は ジ ェ イ ン をバ ー サ の よ うに 閉 じ込 め て しま うだ ろ

う2。

　 ジ ェ イ ンは しか しセ リー ヌ やバ ー サ の よ うに情 婦 や 狂 女 とい った運 命 を辿

らなか っ た。 ジ ェ イ ン と彼 女 らを異 な らせ た の は理 性 の存 在 で あ る。理 性 は

ソ ー ン フ ィー ル ドを去 る時 に ジ ェ イ ンの 判 断 の導 き手 とな り、堕 落 の運 命 か

ら彼 女 を救 って い る。 そ して ジ ェ イ ンは孤 児 や ガ ヴ ァ ネス とい う寄 るべ な き

身 の宿 命 で あ る よ うに 自分 の 人 生 を他 者 に委 ね るの で な く、 自分 自身の もの

と して所 有 し、 決 定 す る。 そ れ こそが ジ ェイ ンの獲 得 した 自立 な の で あ る。

この よ う に して セ リー ヌや バ ー サ の よ う な精 神 上 の 堕 落 を受 け る よ り、 身分

上 の堕 落 を選 んで ソー ン フ ィー ル ドを離 れ た ジ ェ イ ンの選 択 は 、結 果 的 に は
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ロー ウ ッ ド学 院 同様 、 彼 女 に 良 い変 化 を与 えて くれ る。 ジ ェ イ ンは一 度 は乞

食 同然 まで堕 ち て しまっ た もの の、 そ こ を助 け て くれ た セ ン ト ・ジ ョン とメ

ア リー 、 ダ イ ア ナ姉 妹 と共 に暮 らす こ と にな り、 そ こで ジ ェ イ ンは ガ ヴ ァネ

ス の 身分 に続 い て 、 い とこの存 在 が 発 覚 した こ と に よ って孤 児 の状 態 か ら解

放 され る。 生 涯 孤 独 の ジ ェ イ ンの 身 分 は、 マ ー シュ ・エ ン ドにお い て終 わ り

を告 げ た とい え る。

　 だが 『ジ ェ イ ン ・エ ァ』 とい う小 説 の結 末 に は、 さ らな る展 開 が用 意 され

て い る。 そ れが 一 度 断念 され た ロチ ェス ター との 結 婚 で あ る。 だ か ら とい っ

て この 結 婚 は、 マ ー シ ュ ・エ ン ドか ら ソー ンフ ィ ール ドへ の逆 戻 りの展 開 で

は全 くない 。 ジ ェ イ ンが 再 び 中産 階級/下 層 階級 の境 界 の状 態 に戻 る とい う

こ とは ない の で あ る。 それ で は ソー ン フ ィー ル ドで示 され た ロチ ェス ター と

の結 婚 と、結 末 の フ ァ..._.ンデ ィー ンでの 結 婚 とは どの よ う に変化 して い るの

だ ろ うか 。二 つ の結 婚 の形 はそ の状 況 にお い て全 く異 な る。 まず ジ ェ イ ンが

叔 父 の遺 産 に よっ て 自活 で きる収 入 を得 た こ と、 そ れ に対 して ロチ ェス ター

が 右 目 の視 力 と右 腕 を失 い 、支 え な しに生 きるの が 困難 に な っ た とい う立 場

の 変 化 が 挙 げ られ る だ ろ う。 しか しジ ェ イ ンの 自立 の 獲得 とい う観 点 か らこ

の結 婚 を考 え る時 に最 も重 要 な意 味 が あ るの は 、 よ り精神 的 な事 実 、 つ ま り

ジ ェ イ ンが 自 らの セ ク シ ュ ア リテ ィの主 体 とな って男 性 を選 ん だ とい う こ と、

す な わ ち ジ ェ イ ンの セ ク シ ュ ア リテ ィにお け る 自治権 の獲 得 で あ る。

　 これ まで の ロチ ェス タ.__.との 恋 愛 にお い て は 、 ジ ェイ ンは ロチ ェス タ ーの

セ ク シュ ア リテ ィの圧 倒 的 な支 配 の 中 に巻 き込 まれ て い た 。 ロチ ェス タ ー は

バ ーサ を妻 に持 ち、 か つ て はセ リーヌ を始 め とす る数 々 の情 婦 を持 ち、結 果

と して セ リー ヌの 私 生 児 の面 倒 を見 て い る とい う、 ジ ェ イ ン よ りず っ と経 験

豊 か な年 長 の 男 性 で あ り、"`guilty'sexual　 knowledge"(Gilbert　 l68)を 持 つ

人 物 で あ る。 ロ チ ェ ス タ ー の"Iclaim　 only　such　superiority　 as　must　 result

from　 twenty　 years'difference　 in　 age　 and　 a　century's　 advance　 in　 experience ."

(117)と い う言 葉 もそ の こ と を暗示 して い る の で は な い だ ろ うか 。 ジ ェ イ ン

とロチ ェ ス ター には セ ク シ ュ ア リテ ィに関 して明 らか に不 平 等 が 生 じて お り、
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そ れが 二 人 の支 配/被 支 配 関係 に も影響 を及 ぼ してい る ので あ る。 そ れ は ジ

ェ イ ンが そ の ま ま ソー ン フ ィー ル ドに留 ま って い た な らば変 わ りよ うの な い

絶 対 的 な支 配 で あ る。性 的不 平 等 が存 在 す る限 り、 フェ ア フ ァ ッ クス夫 人が

憂慮 す る よ う に、主 人 で あ る ロチ ェス タ ーが召 使 の ガ ヴ ァネ ス を誘 惑 して い

る とい う図式 が で きて しまい 、 ま た ジ ェ イ ンは 限 りな くロ チ ェス ター の情 婦

に近 い存 在 とな って しま うの で あ る。 しか しロ チ ェ ス ター の元 か ら逃 げ 出 し

て後 に 自 ら彼 を選 ぶ こ とに よっ て、 よ うや くジ ェ イ ンは ロチ ェス ター と対 等

の セ ク シ ュア リテ ィ を得 る こ とが で きた の で あ る 。

　 ジ ェ イ ンが 自 らの セ ク シ ュ ア リテ ィの主 体 とな った こ とに よ り、 ロチ ェス

ター との 結婚 の形 は変 わ っ た の で あ る。 二 人 の結 婚 生 活 で は身体 を不 自由 に

した ロチ ェス ター の世 話 に従 事 す る ジェ イ ン は、 もはや ガ ヴ ァネ スが 中産 階

級 の 母親 「の よ うな」 仕 事 を して い るの とは異 な り、完 全 に 中産 階級 の 規 範

と して の 母 親 「の」 仕 事 を して い る。 これ まで 中 産 階級/下 層 階 級 の 境 界 に

い た ジ ェ イ ンは、 ロ チ ェス ター と結 婚 した こ とに よっ て 中産 ブ ル ジ ョア 階級

に取 り込 まれ た よ う に見 え る。確 か に、 ジ ェ イ ンが ソ ー ン フ ィー ル ドで ロ チ

ェス ター の情 婦 とな って い れ ば 、経 済 的独 立 を奪 わ れ、 精神 的 に も支 配 され

て完 全 に 中産 階級 に取 り込 まれ た結 婚 に な っ て い たで あ ろ う。 しか し、経 済

的独 立 を既 に得 、精 神 的独 立 を達 成 した ジ ェ イ ンに とっ て そ れ は もは や 当 て

は ま らな い。 フ ァー ンデ ィー ンで の結 婚 は女 性 の経 済 的 、精 神 的 両面 の独 立

が 保 た れ て い る とい う点 で 、 中産 階級 に属 しなが ら も全 く異 な る面 を持 って

い る の で あ る。

　 ジ ェ イ ンが ロチ ェス ター と結 婚 して一.日中彼 の世 話 を して い る こ とは、 以

前 に は支 配/従 属 関 係 を踏 襲 して い る よ う に しか見 え なか っ たか も しれ な い

が 、 ジ ェ イ ンが 自 らの意 志 で そ れ を選 ん だ 時 、 そ こ に支 配/従 属 関係 は見 ら

れ な い 。Terry　 Eagletonが ジ ェ イ ン とロ チ ェ ス タ ー の 結 婚 に つ い て 、"the

subservience　 is　also,　of　course,　a　kind　of　leadership....Whether　 she　likes　it

or　not...Jane　 finally　 comes　 to　have　 power　 over　 Rochester."(168)と い う 見 解

を 示 し て い る よ う に 、 と も す る と 逆 転 し か ね な い 二 人 の 力 関 係 が そ こ に は 存
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在 す る。 これ は 「主人」 に対す るゲーッヘ ッ ドでの奴隷状 態、 ソー ンフィー

ル ドでの召使 、 はて は情婦 とい った状態 とは明 らか に異 なる。 自立 を保 った

結婚 とい うゴール に向 けて、 ジェイ ンは最終 的 に成功 し目的 を叶 えたの であ

り、それは これ までの孤児 や ガヴ ァネス の階級 的境界性 が持 つ力 の作用 の結

果 である といえ る。そ して ジェイ ンは結 婚 において中産 階級 に入 りなが らも、

この境界性 の持つ力 を未 だ保持 してい るので はないだろ うか。

　 ジェイ ンとロチ ェス ターの結婚 生活の 中には孤 児の ジェ イン も、それが抱

える孤 独 も、 また不安 を抱 いた ガヴ ァネスの姿 も見 られない。結婚 して 中産

階級 の一婦人 になる とい う平凡 な道 に収 まったかの ような結末 の中 には、孤

児 で ガヴ ァネスで あったか らこそ勝 ち得 た、魂 の平 等 と独 立 を持 った堂 々た

る一 人の女性 の姿が見 られ るのである。

Notes

1.社 会 的問題提起 とい う点か ら見 る と、女子寄宿学校 の実態 を描 き出 し、その改 善 を世

　 に問 うたロー ウ ッ ド学 院の くだ りの方 が当て はまる。 それ によって世 間一般 に女子 寄宿

　学校の悲惨 な状況が広 く知 られる こととな り、結果的 に待遇 の改善が もた らされた。

2.バ ーサ の過剰 な セ クシュ ア リテ ィにつ いてバ ーサ の視 点 か ら描 い た もの と しては、

Jean　Rhys,　Wlde　Sargasso　Seaを 参照。

Works Cited 

 Bronte, Charlotte. Jane Eyre: an Authoritative Text, Backgrounds , Criticism. 2nd ed. Ed. 
 Richard J. Dunn. New York: W. W. Norton, 1987 . (Norton Critical Edition) 

Eagleton, Terry. "Class, Power and Charlotte Bronte" Critical Essays on Charlotte Bronte . 
 Ed. Barbara Timm Gates. Boston: G. K. Hall, 1990. 50-59. 

Gilbert, Sandra M. "Plain Jane's Progress." Critical Essays on Charlotte  Brontë . 156-180. 
Politi, Jina. "Jane Eyre Classified." Literature and History  8  : 1. Ed. Heather Glen. London: 

 Macmillian, 1997. 78-91. 
Poovey, Mary. Uneven Developments: The Ideological Work of Gender in  Mid-Victorian 

 England. Chicago: U of Chicago P, 1988. 
Rhys, Jean. Wide Sargasso Sea. 

Rich, Adrienne. "Jane Eyre: The Temptations of a Motherless  Woman." Critical Essays on 
 Charlotte  Bronte. 142-55.

J.P.ブ ラウン 松村 昌家 訳　 『十九世紀 イギ リスの小説 と社 会事情』 東 京:英 宝社,1987.

川本静子 『ガヴァネス(女 家庭教 師)』 東 京:中 央公 論社,1994.(中 公新書)


